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1. 趣旨

奈良県内では救急搬送における問題が何度か報道され、H22年度の救急搬送実態調査で
も全国的に低い水準にとどまっている。CHORD-Jが実施した分析の結果、これらの根本
的な原因は、救急隊と病院の情報連携不足による搬送先マッチング不全であると考えられ
た。本事業では「発症から治療開始までの時間」を最短にするための全体最適化を目指
した救急搬送支援システム（e-MATCH）を昨年度に引き続き構築し、奈良市・生駒市、
桜井市、西和消防組合において、実証と評価を行う事を目的としている。

平成23年度地域ICT利活用広域連携事業･奈良県救急医療管制支援システム(eーMATCH)･ 
システム評価・アルゴリズム開発・インターフェイスデザイン業務の受託事業者を、一般
競争入札により選定することとします。

2. 業務概要

(1) 名称

奈良県救急医療管制システム(e-MATCH) システム評価・アルゴリズム開発・

インターフェイスデザイン業務　一式

(2) 業務内容

仕様書に示す内容の業務の実施

※　仕様書は、入札公告に示す一般競争入札説明書等の交付場所において交付する。



3. 一般競争入札に参加する者に必要な資格

次に掲げる要件のすべてに該当する者とする。

(1) 地方自治法施行令第167条の4の規定に該当しないこと。

(2) 民事再生法の規定による再生手続開始の申立て中または再生手続中でないこと。

(3) 会社更生法の規定による更生手続開始の申立て中または更生手続中でないこと。

(4) 業務運営に関し、各種法令に基づく許可、認可、免許等を必要とする場合において、
これらを受けていること。

4. 提出書類

入札に参加を希望する事業者は、次の書類を作成し提出して下さい。

＜提案書一式＞

(1) 参加申込書（様式１）： 1部

(2) 提案書（様式２）： 10部

(3) 事業者概要書（様式３）： 10部

(4) 同種業務実績報告書（様式４）： 10部

(5) 提案内容（様式５）： 10部

(6) 予算案（様式６）： 10部

 ※様式２～６は一冊に製本して10部作成して下さい

＜附属書類＞

(1) 過去１月以内（提案書提出日基準）に発行された法人登記簿謄本または登記事項証明
書（商号、所在地、代表者、資本金等の事項が記載されているもの） ※写し可

(2) 納税証明書等の写し：所管税務署が過去６月以内（提案書提出日基準）に発行した納
税証明書（未納税額のない証明用）



5. 予算審査基準 (100点満点)

審査項目 審査内容 配点

予算額 60

予算関連因子

• 体制（専門家の単価、スタッフの実績）
• 実績（過去の公的事業、研究開発）
• 成果物に対する責任
• Ｒ＆Ｄ対応（実施期間中における仕様変更への対応）
• 次年度以降の改善、保守に対するコミット計画

40


